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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年5月12日(2016.5.12)

【公開番号】特開2016-39981(P2016-39981A)
【公開日】平成28年3月24日(2016.3.24)
【年通号数】公開・登録公報2016-018
【出願番号】特願2015-220844(P2015-220844)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３０４Ｄ
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３１２Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月19日(2016.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面に遊技球が流下する遊技領域を有し開口部が形成された遊技板と、
　該遊技板の前記開口部に取り付けられたセンターフレームと、
　該センターフレームの外側に開口したワープ入口及び前記センターフレームの内側に開
口したワープ出口を連通するワープ通路を構成するワープ通路構成部材と、
　遊技者側に向かって発光する発光装飾部を有するとともに、前記センターフレームまた
は前記遊技板の少なくとも一部が前方に位置する待機位置、及び該待機位置にて前記セン
ターフレームまたは前記遊技板が前方に位置していた部位が前記センターフレームの開口
窓を通して視認可能となる演出位置の間で移動可能な可動装飾体と、
　該可動装飾体の移動及び前記発光装飾部の発光を遊技状態に基づいて制御する装飾制御
手段と
　を具備し、
　前記ワープ通路構成部材は、光透過性の部材で形成されるとともに、前記待機位置にお
ける前記可動装飾体の前方に配置され、
　前記装飾制御手段は、前記可動装飾体が前記待機位置のとき前記発光装飾部を発光させ
前記ワープ通路構成部材を発光装飾する待機時発光制御手段と、前記可動装飾体が前記演
出位置のとき前記発光装飾部を発光させる演出時発光制御手段と、を有し、
　前記ワープ通路の前方には、光を通過し難いワープ飾り部が備わっており、
　前記発光装飾部は、前記待機時発光制御手段による発光制御は行われず、前記演出時発
光制御手段による発光制御は行われる限定発光部を備える
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　請求項１に記載の遊技機において、音の出力にかかる制御を行う音出力制御手段をさら
に備えることを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の遊技機において、遊技結果に応じて遊技者に遊技価値を付与
可能な遊技価値付与手段をさらに備えることを特徴とする遊技機。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記した目的を達成するため、本発明の遊技機は、
　前面に遊技球が流下する遊技領域を有し開口部が形成された遊技板と、
　該遊技板の前記開口部に取り付けられたセンターフレームと、
　該センターフレームの外側に開口したワープ入口及び前記センターフレームの内側に開
口したワープ出口を連通するワープ通路を構成するワープ通路構成部材と、
　遊技者側に向かって発光する発光装飾部を有するとともに、前記センターフレームまた
は前記遊技板の少なくとも一部が前方に位置する待機位置、及び該待機位置にて前記セン
ターフレームまたは前記遊技板が前方に位置していた部位が前記センターフレームの開口
窓を通して視認可能となる演出位置の間で移動可能な可動装飾体と、
　該可動装飾体の移動及び前記発光装飾部の発光を遊技状態に基づいて制御する装飾制御
手段と
　を具備し、
　前記ワープ通路構成部材は、光透過性の部材で形成されるとともに、前記待機位置にお
ける前記可動装飾体の前方に配置され、
　前記装飾制御手段は、前記可動装飾体が前記待機位置のとき前記発光装飾部を発光させ
前記ワープ通路構成部材を発光装飾する待機時発光制御手段と、前記可動装飾体が前記演
出位置のとき前記発光装飾部を発光させる演出時発光制御手段と、を有し、
　前記ワープ通路の前方には、光を通過し難いワープ飾り部が備わっており、
　前記発光装飾部は、前記待機時発光制御手段による発光制御は行われず、前記演出時発
光制御手段による発光制御は行われる限定発光部を備える
　ことを特徴とする。
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